
読上原稿 富士市の防災 ～風水害編～ 

今回は、富士市の防災～風水害編～とし

て、洪水、土砂災害についてご説明します。 

日本周辺では、年間約２６個の台風が発生

しており、全国各地で台風や集中豪雨による

被害が繰り返し発生しています。ここ富士市

においても例外ではありません。 

富士市でも、過去には河川洪水や土砂災害

による被害が発生しています。 

写真は、昭和４９年七夕豪雨による浸水被

害の様子です。 

写真は、昭和５７年台風１０号による富士

川鉄橋の流失の様子です。 

平成２６年台風１８号による土砂災害被害

など、ほかにも台風や集中豪雨による被害が

繰り返し起こっています。 



図の色の塗られたところは、市内で洪水や

土砂災害による被害の危険性のあるところで

すが、市内においてもこれだけ多くの範囲で

水害や土砂災害による危険が潜んでいること

が分かります。 

近年の災害を見てみますと、平成３０年７

月豪雨では、６月２８日から７月８日までの

総降水量が７月の月降水量平年値の４倍とな

る大雨が降りました。特に、長時間の降水量

について多くの観測地点で観測史上１位を更

新し、西日本を中心に、河川の氾濫、土砂災

害等が発生し、多くの被害がありました。 

令和元年の台風１９号では、関東甲信越地

方と静岡県の１７地点で総雨量が５００ｍｍ

を超え、神奈川県箱根町では２４時間雨量で

９４２．５ｍｍを観測するなど、この台風に

よっても多くの被害が発生しています。 

何よりも大切なことは、自らの命を守るこ

とです。大規模な洪水や土砂災害をもたらす

台風や豪雨は、突然やってくるわけではあり

ません。あらかじめ風水害に対する備えをし

ておくことが、命を守る行動につながりま

す。 

それでは、事前の備えとはどのようなこと

でしょうか？ 

事前の備えとして大切なことが３つありま

す。 

１つ目は、自宅などの災害の危険性を確認

し、避難の方向を知る。 

２つ目は、情報の意味を知り、避難のタイ

ミングを知る。 

３つ目は、情報の入手先を確認する。 

です。 

この３つのことについて、準備しておくこ

とが大切です。 



まず、最初に「事前の備え１ 自宅などの

災害の危険性を確認し、避難の方向を知る」

です。 

自然災害に対しては、自らの判断で避難行

動をとることが原則です。まずは、自宅など

の周辺にどのような危険がひそむのか、災害

の危険性を知ることが大切です。 

過去の災害を見ても、ハザードマップと実

際の洪水被害のあった範囲はおおむね一致し

ています。 

画面は、西日本豪雨で被害のあった岡山県

倉敷市の小田川のハザードマップと実際に浸

水した範囲ですが、おおむね一致しているこ

とが確認できます。また、土砂災害について

も実際に被害をうけた範囲のうち、約９割が

土砂災害警戒区域と一致しています。 

ハザードマップを確認することは、事前の

備えの第一歩となります。自宅の周辺の河川

が氾濫したとき、自宅は浸水するのか、浸水

するとしたら何ｍ程度浸水するのか、土砂災

害が起こりやすい場所ではないかなど、ハザ

ードマップを見て確認しておきましょう。 

自宅などの災害の危険性を「ふじタウンマ

ップ」を使って確認してみましょう。 

パソコンやスマートフォンで〔ふじタウン

マップ〕と検索してみてください。続いて、

〔防災マップ〕をクリックしてください。 

ふじタウンマップでは、国、県が管理す

る、富士川、潤井川、小潤井川、沼川の想定

しうる最大規模の降雨による浸水想定が確認

できます。 

続いて、画面の左上に「郵便番号・住所か

ら探す」とありますので、自宅など調べたい

場所の住所を入力して検索ボタンを押してく

ださい。 



すると画面のような地図が出てきます。画

面左側の表示切替の赤枠で示した中で、調べ

たい項目一つだけにチェックをいれると、そ

の項目のハザードマップを調べることができ

ます。 

大雨時の自宅の危険性を調べるには、①家

屋倒壊危険ゾーンの内側か外側か、②土砂災

害危険区域の内側か外側か、③自宅周辺の浸

水する深さはどれくらいか、④自宅周辺の浸

水が継続する時間はどれくらいかの４つの危

険性について調べる必要があります。 

まず最初に、①家屋倒壊危険ゾーンの内側

か外側かについて調べてみましょう。 

家屋倒壊危険ゾーンとは、河岸浸食や氾濫

流によって、家屋の倒壊や流出の恐れのある

区域を指します。 

河岸浸食とは、洪水の際に河岸が削られ

て、家屋が倒壊する恐れのある区域、氾濫流

とは氾濫した洪水の流速が早いために、木造

家屋が倒壊する恐れのある区域を言います。 



ここでは、例として富士川について調べて

みます。 

ふじタウンマップで、富士川洪水浸水想定

域の中にある富士川家屋倒壊危険ゾーンにチ

ェックを入れてください。 

赤色で示されているのが河岸浸食による家

屋の倒壊の危険のあるところです。 

紫色で示されたところが、氾濫流により家

屋の倒壊の危険のある区域です。 

自宅がこの２つの区域内に入っている場合

には、危険区域の外側へ避難してください。 

続いて、②土砂災害危険区域の内側か外側

かについて調べてみましょう。 

土砂災害危険区域とは、がけ崩れや土石

流、地すべりなど、土砂災害の危険性のある

区域です。 

市内には、土砂災害危険箇所が２３１か所

あります。そのうち、土砂災害警戒区域は、

土砂災害によって土砂が到達し、被害が発生

する恐れがある区域を示しています。土砂災

害特別警戒区域は、より危険性が高く、土砂

災害の土砂によって建物が損壊し、財産や身

体・生命に被害が生じる恐れのある区域で

す。 

ふじタウンマップで、〔土砂災害危険箇所〕

にチェックを入れてください。 

画面のように、赤枠で示された区域の中が

土砂災害特別警戒区域、黄色枠に示された区

域の中が、土砂災害警戒区域となります。 

警戒区域以外にも、水色で示された土石流

危険区域、ピンク色で示された急傾斜地崩壊

危険箇所は、同じく土砂災害の危険性があり

ますので、自宅がこれらの区域に入っている

場合には、危険区域の外側へ避難してくださ

い。 



続いて、③自宅周辺の浸水する深さはどれ

くらいかを調べてみましょう。 

富士川洪水浸水想定域の中にある、〔富士川

浸水想定区域図 想定最大規模〕にチェックを

入れてください。自宅に色がついた人は、最

大規模の降雨によって富士川が氾濫したとき

に、自宅周辺が浸水する想定になっていま

す。 

色の違いで浸水する深さが分かれています

ので、自宅周辺に色がついた人は、何ｍくら

い浸水する想定か確認しておきましょう。 

一般的な建物を例に、浸水する深さをイメ

ージしてみますと、この絵のようになりま

す。 

自宅の場所が０．５ｍ以下の浸水の場合、

河川が氾濫した場合、１階の床下まで浸水す

る程度となります。０．５ｍ～３．０ｍまで

は１階の床から１階の天井付近までつかる程

度となります。３～５ｍでは２階の床から２

階の天井付近、５ｍ以上では２階の天井を超

える浸水が想定されます。 

また、自宅の浸水が想定されている人は、

浸水が継続する時間についても調べてみまし

ょう。 

それでは、④自宅周辺の浸水が継続する時

間はどれくらいか調べてみましょう。 



浸水してから、浸水の深さが５０ｃｍを下

回るまでの時間のことを「浸水継続時間」と

いいますが、河川の洪水により、自宅の場所

が浸水する結果になった人は、何時間くらい

浸水しているかをふじタウンマップで確認し

ましょう。 

〔富士川浸水継続時間〕にチェックを入れ

てみてください。 

色の違いは、浸水が継続する時間の違いを

示しています。 

黄色やオレンジ色で示された地域は、河川

が氾濫して浸水した場合、浸水してから水が

引くまでに２４時間以上かかる場所です。 

避難が長期間に及ぶ恐れがありますので、

自宅の中での避難ではなく、浸水区域の外へ

の避難を心がけてください。 

水色や青色で示された場所は浸水継続時間

は２４時間未満ですが、屋内で浸水する深さ

以上の階に避難している場合、食料や水が近

くにない場合あります。 

また、多量の雨水により、下水道管が満水

となり、トイレが使えない場合もあります。 

いざというときに困らないよう、水や食

料、携帯トイレなどの備蓄を浸水する深さ以

上の階に備えておきましょう。 

今まで、大雨時の危険性の確認内容とし

て、家屋倒壊危険ゾーン、土砂災害危険区

域、浸水する深さ、浸水継続時間の４つを調

べてみましたが、どうでしたでしょうか？ こ

の４つの結果から、大雨時に、ご自身が避難

する方向をまとめると図のようになります。 

赤い枠で示した、家屋倒壊危険ゾーンの

中、土砂災害危険区域の中、居室より浸水す

る深さが高い、浸水継続時間が長い、のいず

れかに当てはまる人は、立ち退き避難になり

ます。自宅に留まることは危険です。自宅か

ら他の安全な場所に移動しましょう。 



黄色の枠で示した家屋倒壊危険ゾーンのほ

か、土砂災害危険区域の外、居室より浸水す

る深さが低い、浸水継続時間が短い、これら

のすべてに当てはまる場合は、垂直避難も可

能です。自宅の浸水する深さ以上の高い場所

へ移動しましょう。 

それ以外の人は自宅待機となります。自宅

待機の方は、大雨時は外出を控えてくださ

い。また、浸水想定区域に住んでいる知人や

親戚への声掛けや、避難者を受け入れるなど

の心がけをお願いします。 

続いて、「事前の備え２ 情報の意味を知

り、避難のタイミングを知る」です。 

避難のタイミングを判断するには、大雨時

に気象庁や市から出される情報の意味を正確

に理解することが大切です。 

気象庁が発表する注意報・警報には、大雨

注意報、大雨警報、土砂災害警戒情報、大雨

特別警報などがあります。 

大雨注意報とは、大雨により災害が発生す

る恐れがある場合に発表されます。大雨警報

とは、大雨により重大な災害が発生する恐れ

がある場合に発表されます。土砂災害警戒情

報は、土砂災害が発生する危険性が高まった

とき危険な市町を特定し、発表されます。 

この情報が発表されたときには、土砂災害

の危険区域の中にいる人は、ただちに避難が

必要です。大雨特別警報は、台風や集中豪雨

により、数十年に一度の降雨量となる大雨が

予想され、重大な災害の起こる恐れが著しく

高まっている場合に発表されます。ただし、

この段階での避難開始は手遅れになる可能性

がありますので、この発表の前には避難は完

了している状態としてください。 



続いて市が発令する情報です。 

市が発令する避難情報の種類としては、「避

難準備・高齢者等避難開始」、「避難勧告」、

「避難指示（緊急）」、「災害発生情報」の４つ

があります。これら４つの情報は、先ほどの

気象庁が出す気象情報を参考に発令されま

す。 

警戒レベル３、避難準備・高齢者等避難開

始が発令されたら、土砂災害や河川洪水の危

険区域に住んでいる人で、ご高齢の方や障害

のある方など避難に時間を要する人とその支

援者は、避難を開始してください。警戒レベ

ル４、避難勧告が発令されたら、危険区域に

住んでいる人は速やかに避難場所へ避難して

ください。警戒レベル４、避難指示（緊急）

は、状況がさらに悪化した場合に発令されま

すが、危険区域に住んでいる人で、まだ避難

していない人は、すぐに避難場所へ避難をし

てください。警戒レベル５、災害発生情報

は、市内が被災したことを確認した場合、可

能な範囲で発令するものですが、このときに

は、周囲が浸水するなど、すでに避難場所へ

の移動が難しい状況となっている可能性があ

ります。周囲の状況をよく確認して、自分や

家族の命を守るために最善の行動を取ってく

ださい。台風や大雨が予想されるときには、

これらの情報を知ることがとても大切です。 

そもそも避難とは、いったいどういう行動

のことでしょうか？ 

避難とは、字のごとく、難を避けることで

す。市の避難場所へ行くことだけが避難では

ありません。その時の自分の状況に合わせ

て、安全な場所を適切に判断することが重要

です。 



例えば、土砂災害危険区域に避難勧告が発

令された場合、全市民は、避難場所に行って

ください、という意味ではありません。 

土砂災害危険区域内にいる人は、危険区域

から外側に出てくださいという意味です。 

市が指定する避難場所にこだわる必要はな

く、知人や親戚の家など、危険区域の外に行

くことが重要です。 

また、いざというときに慌てないために

も、どこに避難するか、あらかじめ場所を決

めておきましょう。 

続いて「事前の備え３、情報の入手先を確

認する」です。 

避難するかどうか判断するためには、避難

すべきタイミングを逸しないよう、情報を自

ら収集することが大切です。ここでは、情報

の収集方法をご紹介します。 

まず初めに、同報無線放送を使った情報収

集です。同報無線放送は、屋外に設置された

スピーカーから音声を確認することができま

すが、大雨時には雨音でかき消されて聞き取

りづらいため、「富士市防災ラジオ」が有効で

す。防災ラジオは１台１，０００円で市役所

防災危機管理課で販売しています。松野地区

については、機種が異なりますので、１台

２，０００円となります。 

ほかにも、富士市メールサービスがありま

す。同報無線の放送内容をメールで受け取る

ことができ、防災ラジオが受信しづらい場所

や聞き逃し防止のほか、聴覚に障害のある方

にもご活用いただけます。 

続いて、テレビを使った情報収集です。ご

自宅のテレビのリモコンのｄボタンを押す

と、 



気象情報のほかに、避難情報なども確認で

きます。 

最後に、インターネットを使った情報収集

です。気象庁のホームページから詳しい情報

を得ることができます。 

気象庁「降水短時間予報」や「高解像度ナ

ウキャスト」を検索してみてください。 

これらのページでは、雨雲の動きや今後の

雨の降り方を確認することができますので、

警戒が必要な時間帯やエリアをおおまかに把

握することができます。 

また、同じく気象庁のホームページで土砂

災害の危険度分布や洪水警報の危険度分布を

検索してみてください。 

土砂災害の危険性を色別に判別する「土砂

災害の危険度分布」や洪水の危険性を色別に

判別する「洪水警報の危険度分布」なども見

られます。 

皆さんも、災害が予想されるような際に

は、自分や家族の命を守るため、自ら積極的

に情報を収集し、早めの避難などにつなげて

いただきたいと思います。 

自然災害に対しては、自らの判断で避難行

動をとることが原則です。大雨が予想される

ときには、積極的に情報を収集し、空振りを

恐れずに早め早めの避難の判断をしましょ

う。 


